
成長発達によって変化する
レスパイトの意味とあり方

社会福祉法人ワーナーホーム

すくすくハウス統括施設長

大久保夏樹



法人について

名 称 社会福祉法人ワーナーホーム

本 部  〒277-3211 千葉県大網白里市細草3215

設 立  1988年（昭和63年）

理  事  長  寺田 一郎

法人沿革

 1981年 東葛工芸センター開所（柏市）
 1986年 ホレブ寮開所（大網白里市）
 1988年 社会福祉法人ワーナーホーム認可

 以後障害福祉サービス事業（障害者総合支援法）、障害者就業・生
活支援センター（障害者の雇用の促進に関する法律）、障害児通所
施設（児童福祉法）、居宅サービス事業（介護保険法）、訪問看護

（医療法）など

従業員数  正職員154名 非常勤職員120名（2024年4月1日現在）



地域の中で、その人らしい暮らしを選び取ることができるように

1986
ワーナーホーム
ホレブ寮開所（大網）1981

東葛工芸センター
開設（柏市）

1988
法人認可「社会福祉法人ワーナーホーム」

2006
たんぽぽセンター開所（柏市）

創業期
政策のない時代に

…

ホレブ寮から
社会復帰施設へ

それぞれにあった
就労のかたち
住まいのかたち

2008
長生地域生活支援センター開所（茂原市）

2014
ワークショップ鎌取
鎌取相談支援開所（千葉市）

ひとと地域を
中心に

それぞれの自立を
サポートする
時代へ…



地域活動支援センターⅠ型
指定特定・指定一般相談

就労移行・就労継続支援B型
グループホーム

放課後等デイサービス
児童発達支援
日中一時支援

訪問看護（医療・介護）

千葉拠点
指定特定・指定一般相談

就労移行・就労継続支援B型
グループホーム

柏拠点
介護付共同住居
グループホーム
短期入所
就労移行・就労継続支援B型
障害者就業・生活支援センター
生活介護
指定特定・指定一般相談

大網
拠点

法人
本部

茂原
拠点

地域活動支援センターⅠ型
指定特定・指定一般相談
就労移行・就労継続支援B型
障害者就業・生活支援センター
グループホーム



安心していられる居場所からはじまった柏拠点の歩み

ひとと地域を
中心に

それぞれの自立を
サポートする
時代へ…

精神科入院日数
日本ワースト1位

の柏で…

安心して過ごせる
場所と仲間を

2011
わたげワークス開所
（就労継続支援B型/就労移行）2006

たんぽぽセンター開設
（地域生活支援センター
→地域活動支援センターⅠ型）

2013
エクラス開所（共同生活援助）
すくすく開所（放課後等デイサービス）
みつばち訪問看護ステーション開設

2017
地域生活支援拠点たんぽぽ開所

2019
すくすく北柏開所

教育福祉会館
福祉喫茶出店

医療的ケア対応
「すくすくハウス」
設立プロジェクト

2018
ペジーブル柏開所



困難をともなう子育てを地域で一緒に「すくすく」開所

2011
わたげワークス開所
（就労継続支援B型/就労移行）2006

たんぽぽセンター開設
（地域生活支援センター
→地域活動支援センターⅠ型）

2013
エクラス開所（共同生活援助）
すくすく開所（放課後等デイサービス）
みつばち訪問看護ステーション開設

2017
地域生活支援拠点たんぽぽ開所

2018
ペジーブル柏開所

2011
「医ケアママサロン」開始

医療的ケア児とそのご家族が集まり
お話を聞くところから始めた。

2019
すくすく北柏開所

2021
すくすくステップ開所



医療的ケア対応「すくすくハウス」プロジェクト始動
大人になるすくすくっ子達の居場所を！その想いだけではじまりました。



地域の力
すくすくハウスを必要とする子ども達の幸せを願う

支援の輪が地域に広がっていきました。



地域の力

広島建設
セナワンくん来訪♬

飯塚農園
チャリティ
新米♬

渋谷工務店
ご寄付と
たくさんのコミュニティサ
ポーターご紹介のお礼をみ
んなから♬

セナリオパーク
チャリティ
パン販売会♬

こまいぬ
ブルワリー
チャリティビール♬



地域の力
柏北部に用地が見つかり計画は具体的になっていきました。

柏市高田に
2,000坪の用地！



地域の力
子ども達の存在を知ってもらうことが

みんなが安心して暮らせる未来につながると確信しました。



生活介護
就労継続支援B型
+日中一時支援

児童発達支援
放課後等デイサービス
+日中一時支援

短期入所

相談支援
訪問看護
診療所

医療的ケア児者の育ちと暮らしを支える事業

様々な事業を組み合わせ24時間安心のサポートを実現します



短期入所

医療的ケアに対応する
看護体制と介護環境が
ご家族のレスパイトや
自立を支えます。

父親の
育児参加支援

ごきょうだい
も一緒に
在宅移行支援



短期入所

医療的ケアに対応する
看護体制と介護環境が
ご家族のレスパイトや
自立を支えます。



短期入所

そらまめの一日

16:00 通所事業所から入所→荷物チェック/検温

  順番に入浴、清拭、排泄ケアなど

18:00 注入や吸入などのケア

  食事や注入、団らんタイム

20:00 就寝準備（口腔ケアや排泄ケア）

  就寝

22:00 巡回

6:00  朝のケア（排泄ケアや吸入等）

食事や注入

8:00  学校や通所の準備

学校へ出発、通所事業所からお迎え

基本的な人員体制

夜勤：3名

遅番：1名

※21:00までの学生

バイトさんが時々









短期入所

利用児者の状況

登録者数：59名
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短期入所

利用の状況

延べ利用数：339名

2025年6月実績/定員12名/31日稼働
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レスパイト

未就学のお子さん
【目的】

ごきょうだいの出産を控えて、パパがお留守番できるように。

【利用してみて】

そらまめがどんな場所かわかって安心しました。

パパもばあばも、私も安心して出産を迎えられます。（母）



レスパイト

学齢期のお子さん
【目的】

仕事やきょうだいの習い事にあわせて利用。

【利用してみて】

きょうだいたちもそらまめいいなって言っています(笑)。

からだも大きくなって、お風呂に入って、学校まで連れて行っ

てもらえるので助かっています。（母）



レスパイト

成人の方
【目的】

ご家族の介護や仕事があり、介護負担軽減のために利用。

【利用してみて】

ケアの仕方など、細かくいろいろと言ってしまうのですが

でも、そらまめがあって生活が成り立っています。

本人もこんなにいろんな表情を家では見せてくれません（母）



レスパイト

まとめ

〇その意味や使い方は、ご本人の成長段階や、ご家族の状況、

ご本人とご家族の関係性によってさまざま。

〇レスパイトが、ご本人の成長発達やご家族との関係も影響。

〇日頃のレスパイトがあると、緊急が緊急でなくなる。

〇レスパイトを重ねながら、ご家族と離れて暮らすイメージに

つながっていく。

●課題 ①人材確保と育成。

●課題 ②いろんな意味の混在をどう受け止めるか。

（こどもたちやご家族の体と心のケア）

●課題 ③ご家族のかわりをどこまで担うか。担えるか。
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